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担当深谷友宏

2015年7月29日(水),30日（木）東北大学理学部数学科オープンキャンパス

概要

円というのは，点，直線と並び，幾何学における最も基本的な図形の一つです．私たちの身の回りには，皿

や車輪など，円の形をしたものが多くあります．実際何千年もの昔から．槻々な文明で円形の物が造られ、ま

た円周の長さや円の面積が計算されてきました．しかし，円を幾何学の一部として体系的に最初に調べたの

は古代ギリシャの数学者連です．彼らの知見は後世の数学の発展に大きな影轡を与えました．

皆さんは円周率汀が3.1415...という数値であることをご存知だと思います．ではこの数値をどのようにし

て叶算したのでしょうか．古来より色々な文明で肢みられてきました狐中でも特鉦すべきはアルキメデスに

よる方法です．この数学クイズでは，遥か彼方の古代ギリシャの時代に思いを馳せながら，アルキメデスによ

る円周率の近似計算の手法を考えてみましょう．なお，以下は小林昭七先生の著書[1]を参考にしています．

1内接および外接する正多角形で近似する．

アルキメデスの方法は，円に内接する正多角形と，外接する正多角形で円周の長さを近似することです．以下

では，半径1の円を考えます．この円の周の長さは2nです．この円に内接する正、多角形の周の長さをPnと

し，外接する正仰角形の周の長さを9”とします．

回次の不等式力城り立つことを示せ.(注意:p"〈2諏は簡単.27r<恥は少し工夫が必要）

1p”＜2汀く9，．

不等式(1)より.Pnおよび*>の値が求まれば，円周率汀の近似値が得られることになります．

を計算するために，冗を二倍して2施に変えた時に，これらの値がどのように変化するか考察します．

図1において，0＝360./犯とし，百万＝｡,ス百＝｡′,ス万-6,万戸＝げとおきます．このとき
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となることを示します．

（1）

Pn,伽の値

(2)
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(2)の最初の等式は，次の等式と同値です（各自で確かめてください)．
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